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　　　　　　　　　緒　　言

　癌性髄膜炎 は ， 癌細胞が脳及 び脊髄の 軟膜 ， ク

モ 膜 に び まん性 に播種 ， 増殖 した状態を指 し ， 癌

の 転移形式 と して は稀 で ある
「）2）．癌性髄膜炎 の 原

発巣 は ， 胃及び肺が大 部分で ， 婦人科癌の 報告は

極 め て 少な い ．今回 ， 我々 は ， 子 宮頚部腺 癌 で

V ｛rchow リ ン パ 節転移 の 治療後に 発症 した癌 性

髄膜炎 を経験 した ので ， その診断 と治療 に つ い て

若干 の文献的考察 を加 えて報告す る．

　　　　　　　　　症 　　例

　 〔症例〕 MA ．43歳．

　 〔家族歴〕父 ， 72歳前立腺癌に て死亡 ，

　 〔既往歴〕41歳腰椎椎間板 ヘ ル ニ ア．

　 〔妊娠分娩歴〕 4 妊 2 産．

　 〔現病歴〕平成元年 10月21日， 集団検診の 子宮頚

部細胞診で class 　V と診断 され ， 岡年12月 1 日に

精査 目的で 当科 を受診 した ．子 宮頚部組織診に て

頚部腺癌 （類 内膜型 ， 中等度分化型）と診断され ，

平成 2年 1月 4 日 ， 治療目的 に当科へ 入院 した．

　 〔入 院時所見 1〕

　内診所見 ：子 宮は正 常大で ， 両側子 宮傍組織 に

浸潤性抵抗 を認 め た ．

　CT ・MRI ：膀胱 と直腸 へ の 浸潤な し．リ ン パ 節

及 び遠隔転移 な し．

　腫 瘍 マ ーカ ー ：SCC ；1．7ng／m1 ，
　 CEA ：2．2

ng ／ml ，　 CAI25 ；30U ／ml ，　 TPA ；25U／1，　 CA19 −

9 ；27U／ml ．

　 子 宮頚部 Hb 期 と診 断 し ， 同年 1 月 19日広汎子

宮全摘術 を施行 した．

　〔摘 出物組織所見〕

　高分化型類内膜腺癌 が子 宮頚部筋 層の 1／2に ま

で 及 び ， 腫 瘍先端部 で 脈管浸 潤 を示 した （写真

1A ， 1B ）．

　術後進行期 ：Ib期

　所属 リン パ 節転移 ：陰性

　〔術後経過〕

　術後 ， FCAP 療法 （CDDP 　70皿 g，
　 ADM 　50皿 g，

CPA 　500mg ，5Fu　50 mg × 5days／body）を 3 コ ー

ス 実施 し， 外来に て 5Fu （200mg ／day， 内服）を投

与 した ．術後 1 年 loカ 月目に Virchow 転移 に よ る

再発が疑わ れ ， 平成 3年12月13日 に 再入院とな っ

た 。

　〔入 院時所見 2 〕

　CT 及 び MRI の 画像診 断で は ，
　 Virchow 及 び

左腋窩 リ ン パ 節は転移性 に 腫大 し ， 腹部 リ ン パ 節

と骨盤内 に は異常所見を認 めな か っ た．

　左 リ ン パ 節生検 ：原発巣の低分化型 に類似す る

腺癌 を確認 した （写真 2）．

　腫 瘍 マ ーカ ー ：CEA ；4．Ong／m1 ，　 TPA ；118

U ／1， CA125 ；26U ／ml
，
　 CA199 ：14U ／ml ．

　〔再入院後経過〕

　治療経過 は図に 示 す通 りで ， Virchow 及び腋窩

リン パ 節転移巣に対 し て ライナ ッ ク外照射 （計 68

Gy）及び抗癌白金 製剤 （Cis−diammine　Glycolate

Platinum， 計 4201ng）の 全身投与 を行 っ た． これ

らの 治療に て リ ン パ 節転移巣 は ， 画像上 も病変が

消失し ， 骨髄抑制 か らの 回復を待 っ て退 院予定で

あ っ た ．しか し ， 平成 4年 3月下旬 よ り出現 した
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　　　　 写真 1　 摘出標本所晃 ：A，B 共 に H ・E 染色 （x200 ）

（A ）子 宮頚 部筋層の 1／2に まで 及ぷ 高分化型類内膜型腺癌 （矢印 ／ ） を認 め る．

（B）腫瘍浸潤先端部 に 低分化型 腺癌 の 脈管浸潤 （矢印 ▽ ） を認 め る．

頭痛 ， 下肢痛な どが 次第に 増悪 し ， 4 月 7 日， 髄

膜炎 を疑 い 腰 椎穿刺 を施行 した ．髄液圧 は ，
260

mmH ，0 と異常高値 で あ り， 髄 液 中 の 細 胞診 で

も ， N ／C 比が大 き く， 核の大小不 同を示 す悪性腫

瘍細胞 を認 め た （写真 3 ）． こ れ らの 細胞 は ， 酵素

抗体法 に よ る Carcinoembryonic　antigen （CEA ）

染色 に陽性 で ，細胞形態か らも腺癌由来 の 腫瘍細

胞 と判定 した．これ らの 所見 よ り癌性髄膜 炎及 び

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1995年 1月 今井 他 73

写 真 2　腋窩 リ ン パ 節転移部組織所見 二H ・E 染色

　（× 200），低分化 型 腺癌組織 を認 め る．

それ に 付随す る頭蓋 内圧亢進症 と診断 し， 4 月 9

日 の対症的な V −Pshunt 術に て
， 術後 1 日目に頭

痛 は軽減 した ．術後 ， MTX の 髄腔 内投与 （10mg／
body ）を開始 し，下肢痛 も徐々 に 改善 し

一時的に

は奏効 した か にみ えたが ， 4 月下旬 よ り再び増悪

し ， 複視 ・嚥下障害な ど の脳神経症状及び上肢の

知覚異常 も出現 した．こ のた め MTX は無効 と判
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写 真 3　髄 液 細 胞 診 所 見 ：Papanicolaou染 色

　（× 400），核 の 偏在，核の 大小不 同 ，
N ／C 比 の 大 き な

　悪性腫瘍細胞 を認 め る．

断し ，
Ara −C （30mg／body ）に 変更 し ， 照射療法 も

併用 した が改善傾向な く， 5月 29日呼吸不全に て

死 亡 した ．

　 〔剖検所見〕

　大脳及び小脳 の 表層 に び ま ん 性 に癌細胞の 浸潤

を認めた が ， 明 らか な腫瘤形成 はなか っ た ．臨床

的 に脳幹部 を起始 とす る脳神経の 症状が出現して

い た が ， 脳幹部の 実質 に も明 らか な癌細胞の 浸潤

A B

　　　　　　 　 写真 4　 剖検所見 ：B は H 。E 染色 （× 200）
（A ） 大 脳 の 表 層に び まん 性 に 腫瘍細胞 の 浸潤 （矢印 ＼ ） を認 め た．（B）頚髄神経節

に 広 範 な腫瘍細 胞 の 浸 潤 （矢 印 A ▼ ） を認 め た ．末梢神経 は 高度の 脱 髄・変 性 を起 こ

し て い た ．腫 瘍組織 に 明 らか な腺 管構 造 を認 め な か っ た．
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は み られ な か っ た （写真 4A＞．こ れ らの腫瘍細胞

は ， 原発巣の 低分化腺癌部分，腋窩 リ ン パ 節転移

部 と同様 な腫瘍細胞集団で ， 明 らか な腺構造 を認

めなか っ た．そ し て ， 頚髄で は， 実質か ら神経節

に まで 及ぶ 広範な転移巣 ・壊死 を認 め （写真 4B ），

頚髄転移及 び宋梢神経の脱髄 に よ る呼吸筋麻痺 ・

呼吸不全が 直接死因 と考え られ た．胃， 肝 ， 膵，

胆嚢 ， 腹腔内， リ ン パ 節 ， 椎骨 な ど に は ， 原発及

び転移の 所見 はな か っ た．

　　　　　　　　　考　 察

　癌性髄膜炎 は ， 癌 の転移様式 として は稀で あ り，

固型癌 に お け る転移頻度は約 1〜 5％
1）2｝と報 告

さ れ て い る．本邦 で は，原発巣 とし て 胃（56．2％），

肺 （29．6％）が 多 く
3｝

， 婦人 科癌 で転移した報告 は

極 め て少な い ．著者らの文献検索で は ， 剖検例の

報告 によ る子宮癌の 4 例
4｝と， 臨床報告 に よ る卵

巣癌 の ユ例
51
が ある に過 ぎな い ．

　本疾 患の 診断 は ， 神経学 的所 見 ， 髄液所見 ， 画

像診断な どか ら総合的に行 われ るが ， 神経症状は ，

頭痛 （67％）， 精神障害（33％）， 嘔気・嘔吐（21％），

脳神経障害 （複視36％，難聴 14％ ， 視力障害 10％ ，

顔面神経麻痺 10％な ど）と多彩で ある
6
  また，本

症例 の よ うに ， 腰 椎椎間板 ヘ ル ニ ア を含併 し て い

た場合に は ， 癌性髄 膜炎の腰痛 との 鑑別が必要 に

な る．診断的に は ， 髄液巾に腫瘍細胞 を証明す る

こ とで あ る が
， 初回 検査 で の 腫瘍細胞検出率 は

45％程度
7）で ， 本疾患が疑われ た場合に は ，

た と え

初 回の 髄液細胞診が陰性で あ っ て も髄液採取前の

体位変換な どの 工 夫や繰 り返 し検査 を行 うこ とが

重要 で ある ．また治療 の効果判定 目的 の細胞診及

び補 助診 断 と して の creatine 　 kinase−BB （CK

BB ）や TPA の 測定
81
で繰 り返 し髄液 を採取 する

場合 は ， 当初よ りリザーバ ーを設置 し て の 髄液採

取 も考慮 さ れ る 方法で あ る．今回 は ， 腰椎 穿刺 を

繰 り返す うち に dry　tap と な り脊髄液 の採取が困

難 とな っ た．そ の た め に は ， 乎技的に も容易 な リ

ザーバ ー
の 設置が 有用 と考 えられ る，

　 治療法は，過去 に MTX や Ara−C の Ommaya −

reservoir か ら の 投与で 延 命効果を認めた報告
9＞も

あるが ， 症 例数 も少な く有効 な治療法 と して まだ

確立 し て い ない の が実状 で あ る．近年卵巣癌な ど

に対 し有効性の 認 め られて い る シ ス プ ラ チ ン の全

身投与 は
，

血 液中の 4 ％ しか 髄液中に 移行 せ ず
「°）

有効で は な い ．髄腔内に直接投与 し た場合 は ， 重

篤 な神経障害 を引き起 こ す こ とが予想され，こ れ

ま で に報告例をみ ない ．放射線療法は，生 存期間

を延長す る も の の ， 同時に MTX 髄腔内投与後 の

全脳照射 に て 白質脳症 を発症 し死亡 した症例の 報

告
11）が ある．本症例は ， 癌性髄膜炎 の 進行及び全身

状態の 悪化が速 く， 病変部位 へ の照射 の 継続が不

可能で あ っ た．本症例 の よ うな ， 脳圧尤進症状改

善の た め の V −Pshunt 術は ， 髄液中の 腫瘍細胞 を

腹腔 内に散布す るた め
， 根治的治療 に な り得 な い

が ， 早急 に 自覚症状 を改善するた め に選択せ ざ る

を得な い 対症療法で ある．

　 癌性髄膜炎 は，極 め て 稀で 予後不良 な病態で あ

り ， 子宮頚部の 再発例の 治療後に発症 した
一

例の

治療経験 を報告 した．
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